
考察

試験の方法および結果

概要

フロンフリーで冷却可能な精密温調振とう恒温庫としてお役立て頂くためのエビデンス

恒温解凍振とう機

アプリケーションデータシート #032

変動する室温下における庫内温度安定性と試料温度について

学術と産業に貢献します

No.2

〈恒温解凍振とう機 ハイブリ解凍インキュベーター HB-60N〉（以下、本製品と言う）のアプリケーションデータシートNo.1では、試薬／試料を
『室温』（+25℃と定義）で解凍（＝常温解凍）したい場合に参考となる基礎データをご紹介した。そこでは変動する『室温』に対し、本製品の

温度安定性や振とう機能の活用によって、ただ室内に静置した場合よりも本製品で+25℃に温調したほうが解凍時間を短縮できることを示
したが、今回はその拠り所とした本製品の温度安定性に関する測定データを示す。また、参考までに、本製品の庫内温度に対する試料温度
と、本製品の扉を開閉した際に庫内温度と試料温度がどのように変化するのかについても、測定データを用いてご紹介する。

エアコン（+25℃設定）を十分に効かせた室内に本
製品を設置し、+25.0℃に設定した。庫内中央と庫外

（本製品のすぐ側）に温度センサーを設置して温度
の状態を記録した。当社の終業時刻にエアコンを
切った後も記録を継続、翌日の始業時刻から数時
間後までの状態を記録した（2017.0828-0829実施）。
室温はエアコンを十分に効かせていても細かく変
動した上にエアコンを切ると大きく上昇したが、本
製品の庫内はほぼ一定に保たれていた。

学術と産業に貢献します

■変動する室温下におけるHB-60Nの庫内温度安定性

■扉の開閉による庫内温度と試料温度の変動
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扉：開（1分間）

扉：閉（10分間） HB-60N庫内（+37℃設定）
水40mL（50mLディスポ遠沈管）
水250mL（250mLディスポ三角フラスコ）
水1.5mL（1.5mLマイクロチューブ）

+37.0℃に設定した本製品の庫内に試料（水道水）
を3種類の容器に入れて静置した。庫内と各試料
には温度センサーを取り付け（試料への取り付け
方法は左図参照）、温度が安定した後に「扉を1分
開ける→閉めて10分待つ」を4回繰り返した時の各
温度の状態を記録した。
扉を1分間開けると庫内温度が+34℃近くまで下
がったが（設置環境は+25℃前後）、試料の温度は
大きくは下がらず、ある程度の容積があればほとん
ど変化しないことが分かった。なお、試料温度が設
定温度に達していない理由については、後述する。

ライフサイエンスでは、ELISA等、しばしば「室温で反応」と言うプロトコールがあるが、それらのトラブルシューティングにおいて「室温の
変動」を原因のひとつとして言及している事例はあまり見受けられない。しかし実際にはこのようにエアコンを効かせていても室温は変
動し、他の機器の排熱がある共用機器室や夏や冬ともなれば、エアコンの入切や設定温度によって容易に変動するものであることが分
かる。かと言って室温付近の温度となる+20℃や+25℃といった温度をインキュベーターで精密に再現するには冷却機能が必要となる一
方で、フロンガスを使うタイプは点検義務や廃棄時の面倒がある。また、室温付近の温度ではなくとも、環境温度に容易に影響を受けて
しまうようなインキュベーターでは使う意味がない。今回の試験で、そのような悩みの解決に本製品は『フロンフリーの精密温調振とう
恒温庫』としてご活用頂けるものであることを再確認できた。
さて、試料温度が設定温度に達していない件について述べる。当社の製品は、庫内温度が設定温度になるように調整して出荷してい
る。それは、使用者によって容器の種類や試料容積が異なるためである（温度センサーによる吸熱も考えられるが、ケーブル部も20cm

温度センサーの取付け
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各製品や本紙の内容に関するお問い合わせは、左記までお願い致します。

恒温解凍振とう機
ハイブリ&解凍インキュベーターHB-60N

+25℃等の室温付近の温度も高精度に温調。フロン
フリーの電子加熱冷却式。精密温調振とう恒温庫と
してのご利用の他、+60℃までのハイブリ等に便利
な振とうキットをご用意しました（右記は一例です）。

転倒撹拌キット使用例
（容器は付属しません）

レシプロキット使用例
（容器は付属しません）

ボトルキット使用例
（ボトルは別売です）

ほどを庫内に入れていたので影響は少ないはずである）。どうしても試料温度を設定温度に合わせたい場合は、使う容器および試料容
積にて補正をかけることができる（当社製品は、試料温度が設定温度になるような調整をかけることができる機能を備えている）。試料容
積による到達温度の違いに関してであるが、今回の試験では、設定温度に対して40mLが最も近く、1.5mLが最も遠かった。ある容積を境
に、そこから多くても少なくても、設定温度との乖離が相対的に大きくなるのかもしれない（各容器は、その設置方法や材質による影響を
極力排除するため、いずれも樹脂製で、全体を覆うような容器ホルダー等を使用しなかった）。そうであれば、原因のひとつとして加温と
放熱のバランスが考えられる。なぜならば温度が安定するまでに要する時間は容積が少ないほど速かったが（データは示していない）、
試料の到達温度と設定温度との乖離具合と扉開放時の温度変化は、必ずしも試料容積に比例していなかったためである。この試料容積
と到達温度の関係性については、今後も注視していく。なお、今回は「空気」による試料の温調であったわけであるが、反応時間と試料容
積に応じて、本来ならば熱媒体（水 or ヒートブロック or 空気）を使い分けることが望ましい。今回の試験結果には、「空気」故の特性も要
因として含まれているであろうことを付け加えておく。


